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岡山県の耕畜連携を支えるコントrラウタ・一
岡山県農林水産部畜産課

1はじめに

本県では、輸入飼料価格の変動リスクを軽減し、畜産経営の安定化を図るため、自給飼料の

生産拡大を推進しているところです。特に水田資源を活用した稲発酵粗飼料(稲WCS)につ

いては、近年、急速に拡大しているところであり、その収穫調製作業の大部分を、コントラク

ター組織(以下「コントラ」)が担っています。地域の担い手が減少する中で、本県畜産業の

安定的な発展と水田を含むあらゆる農地の維持及び有効活用にコントラへ寄せられる期待は、

次第に大きくなっています。

平成23年3月に策定した「岡

山県酪農及び肉用牛生産近代化計

画」の基本的な展開方法にも、

「地域の飼料資源の積極的な活用

とコントラクター等の支援組織の

活性化などに取り組み、持続可能

で自給飼料基盤に立脚した酪農及

び肉用牛生産への転換を図る。」

とあり、県としても県畜産協会等

と連携し、組織の育成強化に取り

組んでいるところです。
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今回は、コントラの育成強化に向けた本県の取組と県内で活躍している組織について御紹介

します。

2コントラ育成の取組

本県の具体的な取組として、平成22年度から「飼料生産コントラクター育成強化対策事

業」を創設し、コントラの育成強化を図っています。

本事業では、コントラが稲WCS等収穫作業を広域に受託する場合の作業機械の輸送経費を

助成し(補助率1/2以内)、受託面積の拡大を推進しています。この事業のねらいは、WCS

用稲の収穫適期が県北と県南では約1ヶ月間の差があるため、北と南のコントラが連携すれば、

収穫機械を効率的かつ長期間稼働が可能となり、適期収穫幅の拡大と、機械の稼働率を向上す

ることができる点です。

事業への参加にあたっては、耕作放棄地再生の取組を行うことなどの要件があります。

また、コントラ育成の取組として県畜産協会と連携し、技術向上のためのマニュアルの作成

や各種研修会の開催、異業種(耕種農家、建設業者など)からの新規参入を促進するための各

種情報提供などを行っていますので、詳細は県民局農畜産物生産課畜産班にお問い合わせくだ

さい。
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3活躍しているコントラの紹介

(1)広範囲で活動するコントラ

上記の事業を活用して、県下広域に活動している組織を紹介します。これらの組織の活動に

より、コントラ不在地域でも稲WCSの取組が可能となっています。(各コントラ紹介文中の

数字はH22年実績)

①津山地域飼料生産コントラクター組合

平成15年に稲WCS専用収穫機を導入し、本格的に受託業務を開始。事務局のおかやま酪

農業協同組合とともに、コントラの広域連携の中核的役割を担っています。県内の稲WCS取

組拡大の先導的役割を果たした功績が評価され、平成23年度岡山県農林漁業近代化表彰を受

賞されました。

②アグリアシストシステム(株)

津山地域飼料生産コントラクター組合

のオペレーターを務めていた酪農家が平

成21年に組織し法人化。汎用型飼料収

穫機を2台所有し、稲WCS(43ha)の他、

トウモロコシ(19ha)の収穫作業も受託し

ています。同社には、新規コントラの技

術指導のための各種研修会での指導役や

「稲WCS収穫調製の手引き(H22年

度畜産協会作成)」の検討委員を引き受

けてるなど普及にも取り組んでいただい

ております。

③アグリライフ岡山

県南部における稲WCSの収穫調製作

汎用型飼料収穫機

(高糖分飼料稲rたちすずか」の収穫

業へのニーズの高まりを受け、平成20年に岡山市内の耕種農家により組織されました。構成

員の自作に加え、所有する回送車を有効に活用し、県内各地で機動的に作業を行っています

(51ha)。また、別組織で肉用肥育牛向けの稲わら供給も行っており(193t)、本県の飼料自給

率向上に大きく寄与しています。

稲わら収集 WCS収穫調整
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④(株)ウエストカントリー

新見市内及び総社市等との連携によ

り稲WCS(44ha)や稲わらサイレージ

(13ha)の収穫を行っています。新見市

の建設業者が母体となり設立され、重

機を利用した耕作放棄地の再生も行っ

ています。

(2)地域で活動するコントラ

下表のコントラは、所在する市町村

の範囲のWCS用稲の収穫調製を受託

しています。収穫機械の能力を上回る

面積については、広域コントラと連携

して、作業を分散しています。また、
耕作放棄地の再生作業

膨

これらの他、畜産農家が共同で専用収穫機を導入し、稲WCSの生産を行っている組織もあり

ます。

表地域で活動するコントラ

名称 市町村 組織の形態 H22実績

勝英コントラクター組合 奈義町 JA事務局 25

三輪地区営農推進組合 総社市 集落営農組織 22

(社)矢掛町畜産公社 矢掛町 公共育成牧場 27

4まとめ

全国でのコントラの受託面積は、12万haと飼料作物生産面積の13%強(H20)を占め、その

割合は年々増加傾向にあります。これは、畜産経営は高品質な畜産物を供給するため、きめ細

かい飼養管理が求められており、自給飼料生産の外部化を図っているためと考えられます。

今後、コントラが、「土一草一牛」の資源循環型農業の中心的役割を担う耕畜連携の橋渡し

役を果たすとともに、飼料自給率の向上による本県畜産の活性化のため、畜産経営を総合的に

支えるサービス事業体として益々発展

することを期待します。


